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有機イチゴ農家による社会的公正の実現 
――カリフォルニアのSwanton Berry Farmの事例から―― 
How an Organic Strawberry Farm Invests in Social Justice: 





Organic farming, begun as an alternative to industrial farming, is having a hard time as organic 
industrialized agriculture is now rapidly growing and globalizing. In order to survive, the farms 
are forced to enlarge their scale, employ a great number of immigrants, and neglect the 
well-being of workers. Critics have noted that there is wide variation in the working conditions 
and social justice in organic farming in California. This paper is a case study of Swanton Berry 
Farm in Santa Cruz, the first commercially viable organic strawberry farm in California. Tracing 
the history of the farm, placing it within the history of organic farming, and interviewing the 
owner Jim Cochran, I clarify Cochran’s unique standpoint in the organic movement and his 
attempt to invest in social justice. 
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業の始まり、Swanton Berry Farmを概観していこう。 
 
















Swanton Berry Farmの経営者 Jim Cochranは現在70歳を迎えた白人で、「私は環境と社会的公
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業員と、ファーマーズマーケットで販売を担当する 6～10 人が週に 1 日～2 日のパートタイム
として働いている。フルタイムのうち、技能にあわせて平等に労働時間で給与が支給される。
Cochranは経営者であるが、労働時間を減らしているため、2人のマネージャーよりも給料が低
く、会社で３番目の収入だという。農場は有機認証CCOF（California Certified Organic Farmers）








Swanton Berry Farm 設立前、Cochranが学生だった1960年代～70年代は環境運動や学生運動
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で決めている」（2018 年 1 月 25 日聞き取り調査）と Cochran は語っている。この語りからも
Cochranが労働者それぞれを信頼し、仕事を任せていることが伺える。 
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リンゴが消え、販売量が激減してリンゴ産業は大打撃をうける（The New York Times, July 9, 
1991）。メディアの影響力は大きく、この騒動以降、消費者の間では農薬への危機感と健康志向
が重なって、オーガニックへの関心が高まっていく（Guthman 2014; 大山 2015）。一方、国際
的には、1987年の国連ブルントラント委員会によって持続可能な開発概念が発信されたことで
持続可能な農業について議論が進んだ。小規模、多品目栽培の持続可能な農業を推進するアグ
ロエコロジー(14)の動きは 1980 年代後半から UCSC などを中心に地域へ広がりをみせるように
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(2) 1995年にUSDAのNational Organic Standards Board（NOSB）によって「有機農業とは生態系に準じた
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生産物のマネージメントシステムで、生物多様性、生物循環、土壌生物の活動を促進し強化するもの
である。これは、農場外から最小限のミネラルの投入と農業実践による土壌回復により、生態系の調
和を保つことを基本としている」と定義された（Koenig and Baker 2002）。 
(3) 小規模農家はファーマーズマーケットやCSA（Community Supported Agriculture）などの直売を通じて
消費者と関係を築き、産業化と対峙している。CSAは、Henderson, E, En,R, 1999, Sharing the Harvest： A 
Citizen’s Guide to Community supported Agriculture, VT： Chelsea Green Publishing Company. を参照。 
(4) 本調査は2010年～2018年8月末～9月初旬の1週間の教育プログラム（計7回）に日本人大学生（約
15 名）の引率として同行した中で、参与観察をしたものと、2018 年 1 月 25 日、30 日と 9 月 1 日に




(6) 農場借地面積 130ac 中、30ac は輪作のため、40ac は水不足で灌水不可のため休耕中。耕作地 60ac の
うち10acがイチゴ栽培、6acは他のベリー類、残りは野菜栽培。（2018年11月5日Cochranからのメ
ールにて情報収得）。この農場の耕作面積は日本の農家一戸当たりの平均耕作面積の約10倍。 
(7) Swanton Berry Farmの年間総売上高は約＄2,000,000（2018年11月6日Cochranからのメールにて情報
収得）。USDA（2018b）の分類で大規模家族農家（年間＄1,000,000～＄4,999,999売上）に該当。 
(8) 1973年設立した有機栽培認証組織。CCOF, 2018,（Retrieved August 20, 2018, https://www.ccof.org/）． 
(9) アメリカの労働組合。Union Label, 2018,（Retrieved August 20, 2018, https://unionlabel.org/about-us/）． 
(10) 農場から販売に関わる労働者のエンパワメント、公正性と公平性を探求する団体（Food Justice 2018）。 
(11) 1968年～1972年に出版された雑誌。Back to the Land Movementとインターネットによるグローバルコ




(14) 生態系の概念や原理を持続可能なフードシステムのデザインと管理に応用する学問（Gliessman 2014）。 
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